
 

 

 

令和４年度 第７号 

発行 令和４年１１月１８日 

「小中連携の取組について」                      副校長 宮﨑 忍 

今年度は本校が中心となり、小平第七小学校と小平第十一小学校と小中連携の取組を行っています。６月

・８月・１１月の３回行いました。まず、１・２回目は教科等の情報共有

や課題について話し合い、３回目は六中で授業公開をし、小学校の先生方

が参観をして今年度の総括を行いました。 

三校ともに「書くこと」が課題となっていたため、今年度は、教科部会

に分かれて、指導方法や課題を共有しました。その中でも、話題に上った

のが「ふりかえり」の記述についてでした。日頃の授業の指導の中で、「ふ

りかえり」の記入によって、自分の考えたことを記述したり、指定された

語句を使って条件に合うような記述をしたりする機会を増やしていくことが大切

さであり、「ふりかえり」を繰り返しすることで学習の積み上げや内容の深めるこ

とが重要であるということを共有しました。 

小中で、互いの児童・生徒の実態や学習方法、課題を共有することで、目の前の生徒に対してのアプロー

チの方法を考えることができました。次年度も「書くこと」の取組を三校で継続していきます。また、学力

向上の一助として、各校での学習用端末の活用事例について、活用場面や学習効果を情報交換し、アイディ

アを共有したことも、学習の課題解決に向けた取組として、相乗効果がありました。今後の教育活動に生か

してまいります。 

「避難拠点開設訓練の実施」                      生活指導部  

 １０月２１日（金）に２年生では、小平市役所防災課の協力のもと、避難拠点訓練を実施しました。当日

は、マンホールトイレ設置訓練や首都直下地震についての動画の視聴、福祉園からご提供いただき、アルフ

ァ化米(非常食)の持ち帰りを行いました。 

災害発生時に中学生の役割は大きいものがあります。中学生にできる

ことや非常時に役立つ知識を習得しました。天災はいつ起こるか分かり

ません。最近では大雨による川の氾濫等で、避難所を開設した地域が全

国でありました。自助も大切ですが、非常時は地域の方々と助け合う共

助が重要です。そんなとき、地域で活躍する六中生が一人でも多くいる

ことを願っています。さらに、現在、六中校区の地域が連携し、地域に即したよりよいものになるように、

避難所マニュアルも作成し、検討を重ねております。 

「期末考査の後には…見直しと振り返り」                     進路学習部 

 ３日間の期末考査が終了しました。生徒の皆さんは、９教科分の膨大な内容量

に、計画の段階から見通しをもって取り組めましたか。今回頑張ったことが、受

験の際に志望校に提出する成績に影響します。また、これまでの自分の成果を把

握し、３学期の学年末へとつなげていきましょう。 

 まず、自分のテストに向けた準備や当日のテストは、自信をもって行うことが

できたか、ていねいに見直しをしたか、結果へとつながっているかを振り返りま

しょう。よかったことは継続し、反省すべきところは改善することが大切です。 

 次に、これから返却されるテスト問題をもう一度見直して、確実に自分の知識

として身に付けましょう。できなかった問題をそのままにせず、正しい知識や考え方を理解することが、学

力の定着へとつながります。 

 これらを諦めず、コツコツと努力して粘り強く取り組むことが、自分の成長になります。  



～10・11 月の活動～ 

生徒の活躍   
〈税の作文〉  多摩武蔵納税蓄積組合連法会 優秀賞 ２年生徒 

多摩武蔵納税蓄積組合連法会 優秀賞 ２年生徒 

多摩武蔵納税蓄積組合連法会 優秀賞 ２年生徒 

〈税の標語〉  全国間税会総連合会 入選 １年 生徒   『税金で 一人一人が支えあい みんなでめざせ 明るい未来』 

〈野球部〉   多摩武蔵杯ブロック大会 E ブロック第１位 

MVP 賞 ２年生徒 

〈男子バレーボール部〉 第１０ブロック中学校新人大会 第５位 

今月（後半）の主な予定 

２１日（月）第Ⅲ期時間割開始、 

側わん症検診（２年・該当者） 

２５日（金）避難訓練 

２７日（日）都立スピーキングテスト（３年） 

２８日（月）生徒集会 

３０日（水）各種委員会 

来月の主な予定 

１日（木）三者面談始め～９日（金）まで 

８日（木）エコプロ 2022（２年） 

１６日（金）１・２年保護者会 

２２日（木）美化清掃 

２３日（金）終業式 

※１２月２９日（木）～令和５年１月４日（水）の期間は、

学校の敷地内に入れません。 

＜ワクチン接種に係る学校の指導について＞ 

学校の教育活動においては、生徒に、新型コロナワクチンの接種を受ける又は受けないことによって差別や  

偏見、いじめにつながらないよう指導しています。 

新型コロナワクチンの接種は強制ではありません。接種はあくまでも本人及び保護者の意思で受けていただく

ものです。身体的な理由や様々な理由によってワクチンを接種することができない人や接種を望まない人がいる

こと、また、その判断は尊重されるべきであることについて、御理解いただきますようお願いいたします。 

お困りのことがございましたら、学級担任やスクールカウンセラー、小平市教育相談室（042-343-9411）に  

御相談ください。 

 

 

【合唱コンクールの当日】 

 

【お知らせ】 2022-11-06 12:40 up! 

 

 

  
 

【ミニ生徒総会・生徒会活動】 

 
【スキー移動教室の準備が始まりました】 

  【認知症サポート 

                養成講座】 


